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平成23年6月定例会 提出議案とその結果

要
で
す
。

国
は
負
担
率
削
減
に
と
ど
ま
ら

ず
、
引
き
続
き
全
額
税
源
移
譲
と

制
度
廃
止
を
検
討
し
て
い
る
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
定
的
に
教

育
予
算
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に

も
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
維
持
・
拡
充
を
図
り
、
負
担
率

を
２
分
の
１
に
復
活
さ
せ
る
よ
う

強
く
要
望
し
ま
す
。

（
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
・
財

務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
総
務

大
臣

○
原
発
か
ら
の
段
階
的
撤
退
を
求

め
る
意
見
書
（
原
案
可
決
）

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
東
北
地
方

を
中
心
に
多
数
の
死
傷
者
や
行
方

不
明
者
を
出
し
、
各
地
に
甚
大
か

つ
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
自
然
災
害
に
よ
る
未
曾

有
の
被
害
に
加
え
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は

原
発
が
安
全
で
は
な
く
、
き
わ
め

て
危
険
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
全
国
に
は
地
震

と
津
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
多
く

の
原
子
力
発
電
所
が
存
在
し
ま

す
。
原
発
は
放
射
性
物
質
を
か
か

え
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
な
事
故

が
起
こ
っ
た
と
き
、
そ
れ
を
閉
じ

込
め
て
お
く
安
全
な
技
術
は
存
在

し
ま
せ
ん
。
大
量
の
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
た
と
き
、
被
害
は
広

範
囲
に
及
び
、
将
来
に
わ
た
り
人

の
命
や
生
活
に
深
く
影
響
を
与
え

て
い
き
ま
す
。

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
に
対

す
る
国
民
の
信
頼
を
大
き
く
失
っ

た
今
回
の
事
態
を
受
け
、
子
々

孫
々
に
つ
な
が
る
将
来
の
責
任
に

お
い
て
も
、
大
き
な
危
険
を
伴
う

原
発
依
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
根

本
的
に
見
直
し
、
段
階
的
に
自
然

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
低
エ
ネ
ル
ギ

ー
社
会
へ
の
計
画
的
転
換
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
。

（
提
出
先
）
内
閣
総
理
大
臣
・
経

済
産
業
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

農
業
委
員
会
委
員
に
４
名
推
薦

本
定
例
会
最
終
日
の
６
月
28

日
、
市
長
か
ら
の
推
薦
依
頼
に
対

し
、
次
の
４
名
を
議
会
推
薦
委
員

と
し
て
推
薦
し
ま
し
た
。

工
藤
　
正
司
・
島
田
　
洋
子

新
井
　
孝
義
・
斉
藤
　
哲
夫

市内小学校


